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だろう.だが，驚くべ〈みごとな研究であって，これによって人々は，貴晶E企是正J、会if..  . . . . . ....... . 
はなにかということ， そのほかし、ろいろなζとを， はじ申て知るであろうJCF. Engels， Der 








7) K. Marx， Theorien uber den Mehrwert， M.-E. Werke， Bd. 26-2， S.513邦訳「全集」
第26巻第2分冊， 693ヘク。
8) . 9) 比較的最近のものにかぎ丹て列挙してお付ば以下のようである 久留間航造漏「マルクス






















て←口， ，経E斉正林」第"巷第3号 1975年10月，第44巻第3号， 1976年10月。
10) J. T. Charitonow， Aus der Geshichte der Ausarbeitung der marxistishen okonomis 
chen Theorie， sc出'Jet叫 ssensc加β Gesellschafts'Wi附 nschaftlicheBeitrage， Jg. 1956， Ht 
6 剖島種見マルクス「資本論1第二者について その完成のためのエンケ守ルスり働きに
かんするハリトノフの研究 経済評論J1957年4月号.参照 ， M. Rubel， Materiaux 
pour 1e deurieme volUIIle du Capital.Livre II; 1e processus de circulation du c町 italKnrl 
E品目，auvres， Econo削 e11， edユtionetablie et annatee par Maximilien Rubel， Biblio-






















するところの，いろいろな形態J (K. I!， S. 31.)におかれること，言うを侠た
①(" CID 
ないoE加二五ごi正己Fなる範式で示される貨幣資本循環範式が「産業資本





「理解するために必要なかぎりでJ (K. I!， S. 31.)関説されたにとどまってし、
たことから，①・③の両段階がはじめてそれ自体として問題とされなければな
らないということ，これである。ここでは，上述した対象をさらに「形態転換
そのものJ r形態形成そのものJ (K. II， S. 32.)が問題であるとした7 ノレク λ
* なお，以下において「資本論」からの引用は，1¥主 E.W町恥のペー ジを文中に示1.-， K. 11， 
s. 100 のように略記すあ。
12) i再生産からみた貨幣資本循環の意義」を指摘した，逢坂充，再生産の覗角と諸資本の競争(続〉
「資本論」第2巻資本宙開論の展開と関連して . 1経済ザ研究」第3s巻合併号， 1974 




























13) 南克己，資本の再生産=流通過程と恐仇H，r商経缶靖叢」第6巻第4号， 1956年3月， 104ぺ
ゾー。




(K. I， S. 56.)において示される貨幣資本循環範式の場合。 この範式におい
ては，まず第1に，循環過程の出発点と帰着点とが貨幣形態にある資本として
あらわれ， I使用価値がではなく交換価値が運動の規定的な目的J(瓦 I，S. 
62.)であることを表示することによって I金もうけJ= I資本主義的生産
の推進的動機J(ibid.) をもっとも直哉筒明に表現する。 したがって I価値
変化J・「資本の実質的な変態J(瓦 I，S. 56.) を遂行する場であるところの直
接的生産過程は「金もう円」のためには「避けられない中聞の環J・「必要悪」
(K. I， S.62.) としてのみ位置づけられるにすぎないのであり，そうであれば




価値生産を可能ならしめるためには生産の「対象的要因J (K. II， S. 36.)・
「客体的要因J(K. II， S. 96.) と「人的要因J(K. II， S.36.)・「主体的要因」





p... wff: ~-G{0 ¥Pm なる「詳しくした形態J(K. II， S.79.) 
lW J一-lgJー 叩
においてホされる生産資本循環範式の場合。 I二つの互いに補足し合う段階か
ら成る総流通J (K. II， S. 91.)が「周期的に更新され更新によって連続する




(K. II， S， 85.)になっていた商品資本の機能 v σが，この範式において
は「循環の第二の段階J (K.!I， S. 70.)・「流通の第一段階J (K. I， S. 85.) 
に位置しその補足段階 G-Wを自己の内部に含むことによって「循環の性格」




るだけではなしその周期的な再生産J (K. 11， S. 69.)を簡潔に示すと乙ろに
ある。
W'{!}三{;}二:くizP V におして示山商附循環範
式の場合。前一三者の総運動が「前貸資本価値の運動J(K. II， S.98.) !-. Lて表
現きれているのに対l..，この範式においては， I商品形態で増殖された資本価
値J(K. II， S.92.)・「資本価値・プラス・剰余価値に等しい商品資本J(ibid.) 





全体運動J (瓦 II，S. 101.)・「一つの単に個別的な循環としてのそれ自身を





11) 同様の規定ま， rすでに増殖された資本価値カ価値増殖の出発完J(ιII， S.97.)・「価値帯
殖された資本カ主総商品生産物の聾をとって，出発点になっており，運動する資本，商品資本の
形態をもってい石J(応 II，S. 98.)などとする表現にも見い山すことができる。
資本循環範式論研究序説 (437) 71 
の全体が，単に形式上の相違として，あるいはまた単に主観的な，ずこだ考察者




具現している 3範式の内容を別出 fれは事足りよう o 第 1に， 出発点 (G，P， 
W') と帰着点 (G'，P， W') とはそれぞれ同一形態を有していることによって
一一「過糧のすべての前提は，過程の結果として，過程自身に上って生産され

































文言一一「資本の循環過程は三つの段階を通って進J (K. I， S.31.)む←ー に
端的に示されるごとしそして何よりも循環範式それ自体が雄弁にその姿態変
換のうちにものがたっているごとく I資本の循環過程は，流通と生産との統







〈飲み込めるはずだ。さらに第四軍はまとめとして，かなり丹念に読むことQJ(F. Engels， Der 
Brief an Victor Adler in、Nien，London， 16. M元町 1895，λ必死 Werke，Bd. 39， S. 436 
邦訳「全集」第四巻， 380ベ ジ〉とした， エソゲルスの第2巻第1篇を読むにあたっての手引
きが想起される巴










なる。形態的には 般的商品流通と同 の過程 G-Wく32nが r資本の独立
した循環過程のなかの段階J (ibid.)・「資本運動の諸段階として機能的に規定
された性格J(K. II， S.62.)・「資木循環町なかの機能的に規定された灰切り，








































解明 . r商学論集」第46巻第2号， 1977:年四月， 山本孝則. r資本の循環」と「資本の流













化であること，第2に，資本の「実質的な変態J(K. 1， S. 56.) ・「現実の変
態J (瓦 I，S. 62.)であるところの生産過程，生藍的消費過程を循環の不可欠
の段階とLて含むιと，第3に，出発点と同ーの形態で復帰し， G...QIを「そ
れ自身で定結ずる循環運動J(ibid.) にすること，によって「資本価値の特有










通から分離する可能性を聞くことJ(広 II，S. 65.)に役立つ。かくして， I消
費は ζの循環のなかではただ生産的消費として G-Wくιによって表わさ
れているだけであり，個別資本のこの循環のなかにはただ生産的消費が含まれ
ているだけであJ (K. I， S. 63.) って， 個人的消費そのものはといえば「た
だ資本による労働力の生産的消費の条件として， したがってまた，ただ労働者
がその個人的消費によって同分を労働力としこ維持し再生産ずるかぎりも前
提されてし、るだけJ(K. II， S. 64.)なのである。また，個別資本の循環にあっ
て終結点 G'は「すぐにまた増大した貨幣資本として機能できる結果J(ibid.) 





(K. !I， S. 70.)・「全循環の結びの段階J(ibid.)にな勺ていたところの G-W.
W'-G'における W'-G'とは明日に異なって 1流通の第一の段階J(ibid.) 

















とに関連づけてみると，それぞれ W-G-w， 即 E←叩として両方とも「一










































ては，論述外におかざるをえなかった。 r~資本論Jl t~おける再生産論の論構J (山田盛太郎「再
生産過程表式分析序論J改造社.1948年， 3，.8ヘ ク). r再三主産諭の三様の構成J (字高基輔・
南克巳. r資本論」における恐慌浬論の基本構成.r土地制度皇学|第4号.， 1959年7月， 1へ
のなる定式ならびに，最近のものとして，矢吹満男，資本制的生産の社会的編成といわゆる
「基本的矛盾-;>a慌の潜在的諾要因の措定によせて一一(上X下). r専修経済学論集J第15































資本循環範式論研究序説 (445) 79 
新によって連続する再生産の媒介」くK.II， 5. 70.)・「再生産過程の媒介J(K. 
IJ， 5.91.)をなす。しかも，この流通の一角を構成する貨幣資本は， I資本の
一時的な独立な価値形態J(K. IJ， 5. 78.)・「資本の流通手段J(ibid.) であり，
商品資本の生産資本への転化を媒介するにすぎない点で，貨幣資本循環範式に
おけるそれとは決定的に異なる。また， G 14r〈izは貨幣資本循環範式にお
けるのと同じ様に「生産過程の準備段階J(K. I， 5. 89.)をなすが，流通形態
が中断されず生産過程を媒介するここにおいては，すぐれて「生産過程への復
帰J (lbid.)・「生産過程の更新J (ibid.)・「再生産過程の先行段階J (ibid.)・
「価値増殖過程の反復旧先行段階J (ibid.) として現出する。第2に，総運動
は貨幣資本循環範式と同じように前貸資本価値の運動として表わされているが，















(K. !I， 5. 91.)は， 乙の循環の開始部に位置するo すでに増殖された資本価
値が循環の出発点となり，あらたな価値増殖過程を歩むものとして措定されて




をもってすぐれて「資本関係としての W'J (K. I， S.97.) から循環を開始す
るということは，この範式の他の二範式との最大の相違をなす。しかも，終極
の形態 W'は「循環のなかでそれらに先行してはL、るが最初の形態ではない機
能的形態の転化した形態J(K. II， S. 98.)としては他の 2範式とは共通である
が，W'は生産資本Pの転化した形態であることによって，この転化過程は「資








































ために，まずは単純商品流通 W-G・G-Wを分析対象としたこと B また，
















商品J(K. 1， S. 181.)が売買されるにしても，流通の位置付けは貨幣所持者が
「運土〈流通部面のなかで，市場で，見つけ出きなければならないJ(ibid.) 
程度のものであり，そもそも問題とされたのは貨幣所持者が労働力を市場で商















資本循環範式論研究序説 (449) 83 
循環範式の資本循環たるゆえんを根本において制約するものであってヲそれは















のなかではJ(K. H， S. 6'/，-，8.). 貨幣資本調環柏式は「正築資本の循環のー噴出的な形態J (K 
1， S.67.)であることからして， i資本主義淵生産過程は一つの先行条件として前提されJC広
1， S. 68.)， 生産資本循環範式が「絶えず繰り返されることを前提J(ibid.)することになる。
「指ーの醐 G-W，くιでも ζの前提そのものはすでに謂われているm と叶のは，一方で
は，この段階は賃金骨働者陪観の存在を前提しているからであり，また也方では，生産手段の買
い手にとって第段階であるものはその売り手にとコては W-G'であり，したがっつて，それ
は，W' においてはPiïlli~iを，したがって長云玉事前壬孟占語男~tL 日誌晶5ぷ i05 t<. レ
たがってまた星孟長手占論議を前提しているかbであるJCiuid.，強調は引用者J.ただし，ここ
では，本文での指摘と関ねって「現実には， ど¢個別産業資本も三つの産業資本も三つの循環白




K. 1， S.37-38. S. 73_74. S. 118)，個別資本循環に日ける「商品変態のからみ合い」の考ヴ察が
主軸となること， ιの二点仏留意ヲべきであるp 前者にコいては， これを「価値の独立化J(K 
Il，旦 109.)ー 「過程を進行しつつある資本J(ibid.)に留目しながら論じた， 安藤金男， 資本循




84 (450) 第 129巷第6号
また資本主義的でない生産過程にも適合する構成J(K. I， S. 85~6.) である
PmとAという要素をすぐれて生産資本機能とするのみならず i流通部面で



























藤金三郎z 第三部原稿について同 「思想J1972-年10月号，毒照一ー の
































(1981. 10. 12成稿， 1982. 3. 15補訂〉
24) 本稿と同じ問題意識をもって，第1巻第7篇=生産資本語珠第2巻第3篇=商品資本循環な
る把担をもとに両者の連繋をF今時した，後藤康夫，宵生産表式における総過程分析. ，講座資本
論の研究J第3巻「資本論の分析(2)J. 青木喜庖， 1982年，で補完されたい.なお， ~Jj稿への展
望の点かbいえばそ山端にロい亡ささやかな論及を試みたことがある。車、問，恐慌の 般的・
抽象的可能性一一「古典派蓄積=恐慌論争』とマルクス恐慌理論の端初範岬 ，向上書，第2
巻「資本論の分析(1)j，青木書鹿， 198C年，参照。
